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常
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委
員
会
の

審審審審審審
査査査査査査
かかかかかか
らららららら

審
査
か
ら

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
主
な
議

案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
の
一

部
（
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
の
概
要
）

を
お
伝
え
し
ま
す
。

副
市
長
等
の
給
料
及
び
期
末
手

当
の
特
例
条
例
及
び
退
職
手
当

の
特
例
条
例
（
賛
成
少
数
で
否
決
）

主
な
質
疑
項
目

※
７
月
定
例
会
で
の
審
査
分

○
み
ず
か
ら
減
額
を
申
し
出
た
理
由

○
削
減
率
の
算
出
根
拠

※
９
月
定
例
会
で
の
審
査
分

○
特
例
期
間
終
了
後
の
考
え
方

○
適
正
な
手
続
き
を
踏
ん
だ
提
案
の

必
要
性

賛
成
意
見
の
概
要

１

報
酬
等
審
議
会
に
諮
ら
ず
、

市
民
意
見
を
聞
か
な
い
の
は
問
題
だ

が
、減
額
の
提
案
に
は
反
対
し
な
い
。

２

市
長
の
給
料
等
削
減
と
整
合

性
を
持
た
せ
る
意
味
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
意
見
の
概
要

１

今
回
の
削
減
幅
、
内
容
に
つ

い
て
は
同
意
で
き
な
い
。

２

一
般
職
に
及
ぼ
す
影
響
が
十

分
に
見
え
な
い
た
め
賛
成
で
き
な
い
。

３

一
方
的
な
提
案
で
は
な
く
、

報
酬
等
審
議
会
の
開
催
や
議
会
と
の

協
議
の
う
え
、再
度
提
案
さ
れ
た
い
。

４

市
独
自
の
判
断
で
支
給
し
て

い
る
地
域
手
当
等
を
撤
廃
さ
れ
た
い
。

５

市
民
理
解
が
得
ら
れ
な
い
高

額
な
退
職
手
当
を
再
考
さ
れ
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
原
案
を
一
部
修
正
し
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
外
注
も
含
め
た
印
刷
業
務
の
検
討

○
防
災
体
制
整
備
の
総
合
的
な
検
討

○
被
災
地
支
援
の
費
用
の
財
源

※
審
査
過
程
で
委
員
か
ら
、
副
市
長

等
の
給
料
等
の
減
額
条
例
案
が
否
決

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
補
正
額

変
更
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
と
も
に
賛
成
の
意
見
の
概
要

教
育
や
福
祉
の
大
切
な
予
算
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
括
し
た
判
断

と
し
て
は
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
と
も
に
反
対
の
意
見
の
概
要

事
業
見
直
し
に
伴
う
予
算
減
額
は

客
観
性
や
必
要
性
が
な
く
認
め
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
副
市
長
等
の
給
料
等

を
減
額
す
る
条
例
案
に
賛
成
し
た
立

場
か
ら
修
正
案
も
認
め
ら
れ
な
い
。

※
討
論
の
後
、
ま
ず
修
正
案
が
、
続

い
て
修
正
部
分
を
除
く
原
案
が
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
原
案
を
一
部
修
正
し
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
山
田
第
一
小
学
校
校
舎
改
築
後
の

校
舎
及
び
校
庭
の
配
置

○
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
実
施

事
業
の
負
担
金
助
成
を
補
正
予
算

に
計
上
す
る
理
由

○
特
別
展
実
施
事
業
に
お
い
て
購
入

す
る

照
明
等
の
備
品
管
理

の
方
法

※
質
疑
の
後
、
委
員
か
ら
特
別
展
実

施
事
業
に
係
る
予
算
等
を
削
除
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
に
賛
成
の
意
見
の
概
要

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
実
施

事
業
は
、
府
の
予
算
を
確
保
し
た
、

市
民
に
夢
を
与
え
る
事
業
で
あ
り
、

市
の
負
担
金
支
出
は
当
然
で
あ
る
。

修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
と
も
に
賛
成
の
意
見
の
概
要

１

既
に
承
認
し
た
事
業
ま
で
廃

止
、
縮
小
し
よ
う
と
す
る
中
、
大
阪

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
実
施
事
業
を

提
案
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

２

効
果
が
不
明
な
同
事
業
へ
の

高
額
な
負
担
の
削
除
は
当
然
で
あ
る
。

修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
と
も
に
反
対
の
意
見
の
概
要

市
民
要
望
を
反
映
し
、
議
会
で
成

立
し
た
事
業
を
一
方
的
に
中
止
す
る

の
は
、
議
会
や
市
民
軽
視
で
あ
る
。

※
討
論
の
後
、
ま
ず
修
正
案
が
、
続

い
て
修
正
部
分
を
除
く
原
案
が
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
保
育
園
の
門
扉
に
設
置
す
る
電
気

錠
等
の
設
備
の
概
要

○
保
育
園
へ
の
安
全
管
理
員
配
置
の

現
状
及
び
電
気
錠
設
置
後
の
体
制

意
見
の
概
要

保
育
園
に
電
気
錠
を
設
置
す
る
こ

と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
が
、
人
の
目

で
も
安
全
を
し
っ
か
り
守
ら
れ
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
都
市
計
画
道
路
天
道
岸
部
線
整
備

に
係
る
支
障
物
件
の
内
容

○
民
間
活
力
を
導
入
し
た
千
里
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

賛
成
意
見
の
概
要

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
実
施

事
業
予
算
を
削
除
し
、
江
坂
公
園
で

の
照
明
を
や
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

岸
辺
駅
南
北
自
由
通
路
の
演
出
照

明
を
や
め
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
。

反
対
意
見
の
概
要

一
度
議
決
し
た
予
算
に
基
づ
く
事

業
を
一
方
的
に
中
止
す
る
の
は
議
会

や
市
民
軽
視
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

７
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
平
成

年
（
２
０
１
０
年
）
度
の
水
道
・

病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
は
、
閉
会

中
に
企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

審
査
し
、
９
月
定
例
会
初
日
に
全
員

賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

審
査
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
製
造

問

の
目
的
で
小
型
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水

い
ず
み
の
水

（
３
５

０

と
５
０
０

）
を
製
造
し
て
い

る
が
、
一
昨
年
度
は
約
１
０
０
０
万

円
、
昨
年
度
は
約
５
０
０
万
円
も
費

用
を
掛
け
て
い
る
。
非
常
時
対
策
で

あ
れ
ば
１

な
ど
、
よ
り
大
容
量
の

方
が
望
ま
し
い
。
水
道
事
業
の
黒
字

額
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考

え
、
今
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
製

造
は
再
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

水
道
部

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

の
製
造
は
、
市
民
に
水
道
水
を
飲
ん

で
も
ら
う
た
め
、

の
目
的
で
始

め
た
も
の
で
あ
り
、
市
制

周
年
の

記
念
事
業
等
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

配
布
や
販
売
も
行
っ
て
き
た
。

の
目
的
は
あ
る
程
度
果
た
し

た
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
よ
り

適
切
な
形
で
水
道
水
を

で
き
る

よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制

問

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
水
道
部
と
市

長
部
局
が
連
携
し
、
応
援
体
制
を
と

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答

水
道
部

気
象
警
報
の
発
表

等
に
よ
り
準
備
配
備
が
行
わ
れ
れ

ば
、防
災
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
場
で
各
部
署
か
ら
被
害
状
況
が

報
告
さ
れ
、
応
援
の
必
要
性
が
判
断

さ
れ
る
。
水
道
部
も
応
援
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
依
頼
し
た
い
。

問

現
在
、
市
の
南
部
地
域
に
は

災
害
時
用
の
備
蓄
飲
料
水
を
配
備
し

た
施
設
が
な
い
。
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答

同

教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
小
学

校
に
飲
料
水
を
備
蓄
で
き
な
い
か
提

案
し
て
い
る
。
今
後
、
市
内
均
等
に

備
蓄
飲
料
水
を
確
保
し
た
い
。

安
心
、安
全
な
水
の
供
給

問

基
幹
管
路
の
更
新
や
新
設
に

よ
る
耐
震
化
の
実
施
率
が
、
昨
年
度

は
計
画
上
の
目
標
値
を
下
回
っ
た
。

委
託
等
の
導
入
に
よ
り
効
率
的
に
事

業
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

水
道
部

工
事
の
翌
年
度
へ

の
繰
り
越
し
が
増
え
て
お
り
、
基
幹

管
路
の
耐
震
化
工
事
も
今
年
度
に
一

部
繰
り
越
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
管

路
の
設
計
の
た
め
の
委
託
予
算
を
計

上
し
、一
部
を
外
部
委
託
し
て
い
る
。

問

災
害
時
の
給
水
拠
点
に
な
る

泉
浄
水
所
と
片
山
浄
水
所
の
液
状
化

や
耐
震
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答

同

泉
浄
水
所
は
、
震
災
時

に
液
状
化
現
象
が
起
こ
る
可
能
性
が

高
い
と
懸
念
し
て
お
り
、
今
後
必
要

な
措
置
を
検
討
し
て
い
く
。
片
山
浄

水
所
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
も
出
て

お
り
、
将
来
的
に
は
更
新
の
方
向
で

計
画
を
作
り
た
い
。

自
己
水
の
確
保

問

昨
年
度
は
、
淀
川
の
表
流
水

や
地
下
水
な
ど
、
自
己
水
源
か
ら
の

取
水
量
が
減
少
し
、
大
阪
府
等
か
ら

購
入
す
る
水
の
割
合
が
上
昇
し
た

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
安
全
、
安
心
な
水
を
安
価

に
提
供
す
る
た
め
、
自
己
水
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答

水
道
部

昨
年
度
は
、
泉
浄

水
所
で
井
戸
の
改
良
工
事
中
に
地
下

水
の
取
水
を
停
止
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
片
山
浄
水
所
で
地
下
水
を
処
理

す
る
機
器
の
不
良
が
あ
っ
た
た
め
、

自
己
水
の
取
水
量
が
減
少
し
た
。

今
後
、
地
下
水
を
取
水
す
る
機
器

の
改
良
や
補
修
工
事
を
進
め
る
こ
と

で
、
地
下
水
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
淀
川
の
表
流
水
を
最
大
限
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
自
己
水
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

累
積
す
る
未
収
金

問

昨
年
度
末
の
水
道
事
業
全
体

の
未
収
金
累
計
額
は
９
億
円
を
超
え

て
い
る
。
時
効
に
掛
か
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
の
か
。

答

水
道
部

未
収
金
額
の
う
ち

水
道
料
金
等
の
未
収
金
は
約
５
億
円

で
、そ
の
時
効
期
間
は
２
年
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
は
収
納
が
で
き
て
い
る

が
、
今
後
、
時
効
に
掛
か
る
こ
と
が

な
い
よ
う
回
収
に
努
め
た
い
。

問

累
積
し
た
未
収
金
を
時
効
に

掛
か
る
前
に
回
収
す
る
た
め
に
は
、

回
収
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

同

未
収
金
の
回
収
に
は
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
滞

納
整
理
業
務
の
民
間
委
託
を
検
討
し

て
お
り
、
今
後
も
収
納
率
向
上
に
努

め
た
い
。

水
道
事
業
の
決
算
資
料

問

大
阪
市
水
道
局
で
は
、
民
間

企
業
に
準
じ
た
形
式
で
企
業
債
や
退

職
給
与
引
当
金
を
計
上
し
た
貸
借
対

照
表
を
作
成
し
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ

ー
ト
（
経
営
戦
略
や
財
務
状
況
な
ど

に
関
す
る
総
合
的
な
報
告
書
）
と
し

て
発
表
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
作

成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
老
朽
設

備
の
更
新
な
ど
、
投
資
の
収
益
へ
の

影
響
が
分
析
で
き
る
よ
う
、
資
金
の

増
減
を
示
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
等
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

水
道
部

現
在
、
総
務
省
で

は
地
方
公
営
企
業
が
裁
量
権
を
持
っ

て
公
表
で
き
る
よ
う
地
方
公
営
企
業

会
計
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
お

り
、
民
間
企
業
に
準
じ
た
形
式
で
の

決
算
資
料
の
公
表
に
つ
い
て
内
部
で

も
研
究
中
で
あ
る
。
今
後
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
情
報
開
示
を
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
、十
分
検
討
し
た
い
。

夜
間
の
小
児
救
急

問

平
成

年
（
２
０
０
４
年
）

度
に
市
民
病
院
の
夜
間
小
児
救
急
が

廃
止
さ
れ
、受
診
が
必
要
な
と
き
は
、

箕
面
市
の
豊
能
広
域
こ
ど
も
急
病
セ

ン
タ
ー
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

ず
、受
診
の
抑
制
も
起
こ
っ
て
い
る
。

小
児
科
の
充
実
や

時
間
対
応
の

救
急
医
療
を
望
む
市
民
の
声
は
多
く
、

夜
間
小
児
救
急
に
対
す
る
要
望
は
非

常
に
強
い
。
小
児
科
医
の
確
保
と
あ

わ
せ
、
市
民
病
院
で
の
夜
間
小
児
救

急
を
再
開
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答

市
民
病
院

夜
間
小
児
救
急

の
再
開
に
つ
い
て
多
く
の
団
体
や
個

人
か
ら
要
望
が
あ
る
。
そ
の
た
め
市

民
病
院
で
は
、
平
成

年
（
２
０
０

６
年
）
度
か
ら
日
曜
、
祝
日
の
昼
間

の
小
児
救
急
を
外
部
の
医
師
の
応
援

も
受
け
実
施
し
て
い
る
が
、
医
師
の

負
担
も
多
く
、
現
体
制
を
継
続
さ
せ

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
あ
る
。

市
民
病
院
の
経
営
状
況

問

昨
年
度
の
決
算
の
黒
字
化
は

評
価
す
る
が
、
累
積
赤
字
は
約

億

円
と
非
常
に
多
額
と
な
っ
て
い
る
。

累
積
赤
字
解
消
の
た
め
に
患
者
数
を

増
や
す
方
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

市
民
病
院

患
者
数
を
増
や

す
に
は
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
で

あ
る
診
療
所
等
か
ら
入
院
や
詳
し
い

検
査
が
必
要
な
患
者
の
紹
介
を
増
や

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
診
療
所

等
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
た
い
。

問

正
職
員
で
は
な
く
嘱
託
の
職

員
を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
経
費
の
削

減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

同

医
師
に
つ
い
て
は
、
正

職
員
で
の
雇
用
が
本
来
の
姿
と
考
え

る
が
、
看
護
師
や
事
務
職
に
つ
い
て

は
、
嘱
託
職
員
や
再
任
用
職
員
を
雇

用
し
て
い
き
た
い
。

繰
入
金
に
頼
る
経
営
体
質

問

昨
年
度
決
算
は
黒
字
で
あ
る

が
、
税
金
で
あ
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
は

億
円
に
上
る
。
市
の
財

政
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、市
民
病
院
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

答

市
民
病
院

繰
入
金
は
、
一

般
会
計
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
法
律
の
範
囲
内

で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。今
後
、

少
し
で
も
繰
入
金
に
頼
ら
な
い
経
営

体
質
に
し
て
い
き
た
い
。

問

厳
し
い
経
営
状
況
を
踏
ま

え
、
事
業
管
理
者
は
み
ず
か
ら
の
給

料
削
減
を
申
し
出
た
が
、
一
般
事
務

職
か
ら
の
申
し
出
は
な
い
の
か
。

答

同

一
般
事
務
職
は
市
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
、
病
院
に
出
向
し

て
い
る
た
め
、
市
で
給
料
削
減
方
針

が
出
さ
れ
れ
ば
、そ
れ
に
従
い
た
い
。

企企企企企企
業業業業業業
決決決決決決
算算算算算算
のののののの

企
業
決
算
の

審審審審審審
査査査査査査
かかかかかか
らららららら

審
査
か
ら

この すいた市議会だより は 万 部作成し、１部当たりの単価（配布費用を含む）は 円です。
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